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メッセージ★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

　名古屋記念病院は、1985年に民間のがんセンターを目指して名古屋市

南東部の天白区に設立された民間病院です。病院のシンボル「HOSPY」は、

Hospitality and Happyを意味する造語で、HOSPYグループとして新生会

第一病院、7つの透析診療所、障害者支援施設等があり、当院はグループの

基幹病院としての役割を担っています。

　当院は開設当初より、癌と免疫、地域医療を三つの柱として掲げ発展して

きましたが、現在は42の診療科と416の病床を有しており主として急性期医

療を提供しています。また患者様が納得できる治療を提供できるようにイン

フォームドコンセントを重視し、500以上の登録医療機関との医療連携、役割

分担を推進しています。

 　救急医療を中心としたプライマリケアに重点をおいた研修制度であるが、
2年目は比較的自由度の高い研修プログラムで、将来の専門分野を視野に入

れた制度設計が可能となっている。

　言われたことをするだけの研修ではなく、担当医として考え実行することが

求められる。誰かが治療するのを横で見ているのではなく、チームの一員とし

て患者を診る研修である。

　地域の人と人との絆が消えていく無縁社会。この地域に再び笑顔が戻るよ
う、地域の人が集まり手と手をつなぐ、南医療生活協同組合。南生協病院で
は、住民参加型の医師研修を取り入れ、病を持った人だけでなく、健康な人々
とのつながりも大切にし、地域や家庭、患者さんの生活にも目を向けられる医
師研修を目指しています。
　南生協病院には、ヒューマニズ
ムを持った総合力のある医師を、
地域の人々との協同で育てる環
境があります。地域と人に役立
ち、医師として成長したいとお考
えの方は、一度南生協病院に足
を運んでみてください。

　主治医（担当医）として患者・家族、職員と良好なコミュニケーションをとり、
心理社会的な問題解決を含めた患者中心・全人的医療を学ぶことを目標とし
ています。各科ローテーションでは、Common diseaseの症例を基本に研修
医が主体となって研修をすすめていきます。特徴的な研修として、地域での保
健予防・健康増進活動（プライマリ・ヘルスケア）の意義を理解し、わかりやすく
楽しく、助言・指導ができるフィールド研修もあります。また、他職種とのチーム
医療において求められる協調性とリーダーシップを身につけていけるよう、指
導医が援助していきます。
　少人数で、研修しやすい環境であり、研修医として悩んだときには、メンター
の指導医による定期的なカウンセリングも受けることもできます。

基幹施設　内科・総合診療
連携施設　外科・整形外科・小児科・産婦人科・麻酔科・病理・精神科

［専門医制度に対応］
　南生協病院では、新専門医制度に対応したプログラムを各科で準備してい
ます。内科は基幹施設として、他の連駅施設・特別連携施設と協力して、豊富
な臨床経験を持つ指導医の適切な指導の下で専門医に必要な内科全領域に
わたる研修が可能です。家庭医療についても、地域密着型の特徴を活かした
プログラムです。

メッセージ

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

★ 専門研修／後期研修

2423

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　8人　・　2023年度　8人

給与／月額 1年次　300,000円　・　２年次　381,660円
(※手当含まず)

当直回数／月 4～5回
当 直 料／回 15,000～25,000円

そ の 他

応募連絡先
担 当 者 職員課
電 話 番 号 052-804-1111
E メ ー ル syokuinka@hospy.or.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

長谷川　真司

〒468-8520
愛知県名古屋市天白区平針４－３０５

地下鉄鶴舞線「平針」駅から徒歩5分

指導医　（研修管理委員長）

社会医療法人名古屋記念財団 名古屋記念病院

研修医　（２年次研修医）

　初期研修医にとって望ましい研修とは、自分のできることが増えて
いくような研修です。そのためには、まず「たくさん診て体で覚える」こ
とが必要です。救急患者は指導医が診察を行います、という病院は少
なくありません。安全という観点からはやむを得ない部分もあります
が、研修という面ではマイナスです。たくさん患者を診察し、自分の経
験を横にいる同僚や後輩に伝えていく。「楽しく、真剣に」をモットーに、
ともに成長しながら働く仲間をお待ちしています。

　名古屋記念病院は、common diseaseに多く接することができま
す。研修医の数も多過ぎず少な過ぎず、手技や症例を数多く経験する
機会があり指導も行き届いています。さらに当院では医師としてだけ
でなく人としても尊敬できる同僚・先輩方がたくさんおられます。この
病院を選んで本当によかったと思います。まずは一度見学にいらして
下さい。この病院の「人」の良さが伝わるのではないでしょうか。

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　6人　・　2023年度　5人

給与／月額 1年次　330,000円　・　２年次　405,000円
（※手当含まず）　※年2回の賞与あり

当直回数／月 1回/週程度
当 直 料／回

そ の 他 住宅手当・通勤手当・扶養手当等

応募連絡先
担 当 者 太田 優衣
電 話 番 号 052-625-0373
E メ ー ル ikyoku-jimukyoku2@minami.or.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

長田　芳幸

〒459-8540
愛知県名古屋市緑区南大高二丁目204番地

JR東海道本線「南大高」駅下車　徒歩3分
（普通のみ停車）

指導医　（研修指導委員長　長田 芳幸）
南医療生活協同組合 総合病院 南生協病院

研修医

【専門家にこだわらず社会人としての医師を涵養する指導】
　医師としての基本的知識や技能だ
けでなく、一社会人として患者（人）や
家族、スタッフ等に接していけること
を目標に指導を行っています。また、
当院は300床強の中規模病院であり 
Common diseaeについては2年間で
十分学ぶことが出来ます。一方で専門
領域についても各科で研修を行うこと
も可能です。稀少症例や高度医療につ
いては藤田医科大学病院等と連携をと
りながら診療にあたっています。そのためCommon diseaeに紛れた
稀少症例の鑑別や診断能力も求められます。

【救急研修・地域医療研修】
　初期研修の主の目標は、当院での救急対応が行えることとしていま
す。当院の救急は二次救急を主にwalk inから救急搬送まで2年の研
修を通じて、主体的に取り組んでもらっています。そのため各科研修で
も救急医療を念頭に置いた研修を心がけています。また、救急外来診
療は患者及び研修医の安全が優先されるため上級医と一緒に行なっ
ています。さらに、地域医療研修については南医療生協の診療所や回
復期リハビリテーション病院、在宅診療所等幅広いフィールドで行えま
す。南医療生協の特色として病院や診療所の医療にこだわらず、地域
の方々と医療・健康班会等の学習会、さらにはリサーチ活動等も初期
研修から取り組んでもらっています。

　急性期の中で地域医療を学べるフィールドがあり、研修全体におい
て、医局内での垣根もなく、職種間の壁が無く連携がとれていて、組合
員さん達と関わることで、患者さんがどんな事を感じているのかがわ
かり皆で協力して研修を創り上げる事が自然にできる場所。
■南生協病院であれば、自分の

目指す、患者とのつながりを
大切にする医療を行うための
基本姿勢が身につけられると
考えた。

■先生方やスタッフの方々に、
地域医療に対する情熱と人
間的な魅力を感じ、このよう
な方々と一緒に研鑽を積みた
いと思った。

■職員の方々が、地域のために
病院を良くしようという意識
が研修医教育の観点からも
伝わりました。
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